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あらまし：高校の部活動（ハンドボール部）部員に対して，運動有能感と試合に対しての原因帰属につい

てアンケートを用いて調査した．調査結果から，原因帰属の際、能力や努力、相手チームに帰属すること

で運動有能感に負の影響を及ぼすと考えられる．また判断力を意識した指導により運動有能感が向上す

ると考えられる．  
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1. はじめに 

近年，生徒の主体的な行動・態度を向上させる活

動が注目されている．  

人が主体的に行動を起こす際の重要な要素の 1 つ

として自己効力感がある．これはある事象に対して、

自分がどのくらい上手くできるか感じる自信のこと

である．この自己効力感は，学習目標の設定や学習

過程に影響を及ぼすと考えられる． 

運動時の自己効力感を運動有能感という．また事

象の結果に対しての原因を認知することを原因帰属

という．原因帰属の点からスポーツの競技力向上を

目的とした場合，試合の結果に対しての原因認知は

重要である． 

本研究では，スポーツを行う際の重要要素と考え

る運動有能感に関して，原因帰属の影響を調査する．

さらに技術指導による運動有能感の変化を調査する． 

 

2. 評価方法 

2.1 運動有能感の評価 

運動有能感は，藤田他(1)により課題基準有能感（あ

る課題に対する有能感），過去基準有能感（過去の自

分と比較した場合の有能感），他者基準有能感（他人

と比較した場合の有能感）の 3 つに分類される．各

基準有能感に 3 つの質問項目を，計 9 つの質問項目

を用いて 5 件法で評価する．得点が高いほど有能感

は高い（課題基準有能感の質問の一例；どんなに難

しいプレーでも練習をすればできると思う）． 

2.2 原因帰属の評価 

原因帰属は，結果の要因を「能力・努力・自チー

ム・相手チーム・指導者・運・体調」の 7 項目とす

る．試合後に生徒に「成功」と「失敗」を判別して

もらう．「成功」または「失敗」に沿うように，原因

帰属の要因の質問項目を用いて 5 件法で評価する．

得点が高いほど要因への帰属が強い．（「失敗」と判

断した際の能力要因の質問；運動能力が低いから）． 

3. 調査 

対象は A 高等学校のハンドボール部部員 29 名で

ある． 

はじめに 8月 4 日に 1 回目の運動有能感のアンケ

ート調査を実施した．8 月 7 日から 9 日にかけて試

合を複数回行い，試合後に原因帰属のアンケート調

査を実施した． 10 月 3 日に 2 回目の運動有能感の

アンケート調査を実施した．その後，約 1 ヶ月の間

に計 12 回の指導を行った．11 月 1 日に 3 回目の運

動有能感のアンケート調査を実施した．有効回答は

28 名であった． 

 

4. 結果と考察 

3 回行った運動有能感のアンケート結果を図 1 に

示す． 

平均得点の変化としては課題基準有能感が第 1 回

から第 2 回にかけて下がり，他者基準有能感が第 2

から第 3 回にかけて上がっている．それ以外に大き

な変化は見受けられない． 

 

 
図 1：運動有能感のアンケート結果 
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4.1 原因帰属の影響性 

試合後に「失敗」と判断した際の原因帰属の要因

と第 1 回運動有能感との相関を図 2 に，後日行った

第 2回運動有能感との相関を図 3に示す．「成功」に

関しては，一度も「成功」と判断しない生徒が半数

近くおり全生徒の回答が得られていないため省く．

試合の内容に納得できない生徒が多いことが伺える． 

図 2 より，能力要因は課題基準有能感と他者基準

有能感に負の相関であることがわかる．自身の運動

能力が低いと判断する生徒ほど，課題達成は難しく，

他者よりも劣っていると感じていた．指導者要因と

他者基準有能感が正の相関であることがわかる．他

者よりも上手くなるためへの指導に対して改善を求

めているのではないかと考えられる． 

図 3 と図 2 を比較すると能力要因が課題基準有能

感との相関が消え，過去基準有能感と負の相関が表

れた．能力要員に帰属することは，課題基準有能感

に影響がないと考えられる．しかし，能力要因への

帰属が強い生徒ほど，過去基準有能感が低く自身の

向上が以前と比べて見受けられないと感じやすく，

自身に対しての評価が厳しいと考えられる．能力要

因に帰属することは，過去基準有能感を下げる影響

があると考えられる． 

 さらに、過去基準有能感は体調要因と正の相関が

表れた．体調が悪かった生徒は，自身の現在の状態

が以前に比べて良く，プレーに良い方向に反映され

ているのではないかと考えられる． 

 他者基準有能感は，努力要因と相手チーム要因と

負の相関が表れた．球技は努力要因に最も帰属しや

すいが，帰属が強すぎるのは，他者と比較した場合

により劣っていると感じやすいと考えられる．帰属

がやや強い程度が他者基準有能感には良い影響を与

えると考えられる．さらに，相手チームは他者の部

分にあたるため，相手チーム要因への帰属が強いほ

ど他者より劣っていると感じる．相手チームに影響 

 

 
図 2 原因帰属（失敗）と第 1回運動有能感との相

関図 

 
図 3 原因帰属（失敗）と第 2回運動有能感との相

関図 

 

されないように，自身のプレーだけに集中するよう

な指導が重要と考えられる． 

4.2  指導による変化 

 表 1 に運動有能感の総合得点を 4 段階評価したと

きの人数を示す．Aが高得点のグループである． 

 

表 1 運動有能感の評価表 

評価 A B C D 

第 1回 3 人 14 人 10 人 1 人 

第 2回 1 人 16 人 10 人 1 人 

第 3回 7 人 12 人 9 人 0 人 

 

表 1 より指導後の第 3 回の運動有能感が向上して

いることが分かる．特に図 1 より他者基準有能感が

向上したことが分かる．常に周りの状況から自身に

何ができるか．制約はつけず，相手の能力ではなく

状態を常に考えることを意識させる生徒の判断力を

意識した指導を行い，上記のような結果に至った．

判断力向上を目的とした指導は運動有能感向上につ

ながると考えられる． 

 

5. おわりに 

運度有能感に対して，原因帰属の影響と技術指導

による変化を調査した．自身の能力や他者に帰属す

ることは運動有能感を下げる影響があると考えられ

る．能力や他者に影響されない，常に自身のプレー

を意識させる指導が運動有能感向上には重要と考え

られる． 
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